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生徒の内なる可能性を発掘・支援し、彼らが能動的に

学びを育むために教師があると信じている。

その能動的な学びにとりついてか、アクティブラーニ

ングやら協働学習やらとメソッドは生まれはするが、そ

の際、基盤に置かれるのは常に上位の者であり、上位の

者の手助けによって下位の者も引き上げようとするもの

である。つまりある子が能動的でなかったとしても、能

動的な雰囲気の中で、能動的な状態へと仕向け、見せか

けるのである。「動きがあった」「発言した」といった

見てとれる結果だけが取りざたされ、本当に意欲や関心

をもって参加していたのかは疑わしいことは多い。

それはそうだ。人間はいつでもどこでも関心をもって

ことにあたるわけでも、何に対しても興味を抱くわけで

はないのだから。すると、だからこそ無理にでもメソッ

ドを用いて行う必要があるのだという声が聞こえてくる。

そして、どうどう巡りの状況に陥る。ついには、やらな

いより、やったほうがマシじゃん！となる。こういった

スパイラルについては前にも述べたが、言えることは、

生徒が自覚していよ うがいまいが、「心根にあ 忿妨１

失わせないこと」である。無機質な味気ないところに幽

閉してしまわないことである。灯を明るく輝かせる方向

べ宿Sえるかが問題だと思う。ところが、灯さえも消して

しまう恐れのある昨今の状況。 「いったい、どうすりゃ

いいのさ？」という出口のみえない袋小路に追い込 まれ

る仕様となっている現代社会。

思いどおりの人生をおくれている人は少ないだろう。

思いどおりの職業についている人も少ないだろう。それ

でも、ここに生きているというのは、心の灯を消してい

ないからである。まったく別の方向に進んでしまったと

しても、機会があればそれをやってみたいという希望を

消してないからなのである。これが、「夢」という形で

よく語られるものだ。夢を失

だからこそ、子供たちの心の

つた先には死が見えている。

奥にlkiつているだろう淡き

光を、彼らの自身の力でより高く輝かせるよう見守って

あげなくてはならない。「いじめ・パワハラ」の件でも、

「シリアでの安田純平さん拘束」の件でも、「英語の授

業で取り上げられたハゲワシと少女の写真（Kevin Cor↑

er写）が生んだ善意と悲劇」の件からもわかるとおり、

｢どうすれば、よかったん

ですか？｣ の疑問に対する

答えは返ってこない。この

｢どうにもならない混沌｣

こそが現代社会の大課題な

のだ。ときおり、危ないと

ころに入っていかない！む

ごい場面を見させない！ことが正解であるという声が聞

かれる。でも、裏を返せば「見て見ぬふりしろ！」つて
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ことではないか。辛いけれど、それを映し描くことから、

灯る光があるはずだ。我々の心の中に眠っている灯にも

勢いをあたえてくれるはずなのだ。煙に巻くことに終始

する昨今に真実の灯りをとりもどす術ではなく、基盤を

つくってあげなくてはならない。「何を感じ、何を思い、

何をするべきか」を、一人一人の生徒が能動的に取り組

む基盤をである。

現代社会に巣食うジレンマを描いた詩を紹介する。
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そして今度は席を立だなかった。

心の持主は
らさを白分のつらさのように

じるから。

さしい心に責められながら

はどこまでゆけるだろう。
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例えば、この詩を読んで、「あるある。そう、無駄な

ことはしないようにしよう。」と思ったとしよう。その

瞬間、自分の心がチクリと小さな痛鳴を発しはしなかっ

たか。

その痛みを覚えた心こそが、心の灯だと私は思う。
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